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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月28日(2020.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送路に沿ってシートを搬送する搬送手段と、
　画像データを色変換条件に基づいて変換する色変換手段と、
　前記変換された前記画像データに基づいて、前記シートに画像を形成する画像形成手段
と、
　前記搬送路に設けられ、前記シート上の測定用画像を測定する測定手段と、
　前記測定手段の測定結果を変換条件に基づいて変換する変換手段と、
　前記搬送手段を制御して前記シートを搬送させ、前記画像形成手段を制御して前記シー
トに複数の第１測定用画像を含む第１パターン画像を形成させ、前記測定手段を制御して
前記シート上の前記第１パターン画像を測定させ、前記変換手段によって前記複数の第１
測定用画像の測定結果を第１測定データに変換させ、前記色変換条件を前記第１測定デー
タに基づいて生成する第１生成手段と、
　前記搬送手段を制御して前記シートを搬送させ、前記画像形成手段により前記シートに
複数の第２測定用画像を含む第２パターン画像を形成させ、前記測定手段を制御して前記
シート上の前記複数の第２測定用画像を測定させ、外部センサから出力された前記シート
上の前記複数の第２測定用画像の測定結果に対応する第２測定データを取得し、前記測定
手段による前記複数の第２測定用画像の測定結果と前記第２測定データとに基づいて前記
変換条件を生成する第２生成手段と、を有し、
　前記第１パターン画像は、前記シートが搬送される搬送方向において前記複数の第１測
定用画像が並んで形成され、
　前記第２パターン画像は、前記搬送方向において前記複数の第２測定用画像が並んで形
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成され、
　前記複数の第１測定用画像は、第１測定用画像と、前記搬送方向の長さが前記第１測定
用画像より長い他の第１測定用画像とを含み、
　前記第１測定用画像は、前記他の第１測定用画像よりも前記搬送方向において下流に形
成され、
　前記搬送方向における前記複数の第２測定用画像の各々の長さは、前記第１測定用画像
より長いことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記第１生成手段は、さらに、前記搬送手段を制御して前記シートを搬送させ、前記画
像形成手段を制御して前記シートに他のパターン画像を形成させ、外部センサから出力さ
れた前記シート上の前記他のパターン画像の測定結果に対応する他の測定データを取得し
、前記色変換条件を前記他の測定データに基づいて生成することを特徴とする請求項１に
記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記他のパターン画像は、前記搬送方向において複数の他の測定用画像が並んで形成さ
れ、
　前記搬送方向における前記複数の第２測定用画像の各々の長さは、前記搬送方向におけ
る前記複数の他の測定用画像の各々の長さよりも長いことを特徴とする請求項２に記載の
画像形成装置。
【請求項４】
　前記色変換条件は、入力色空間を出力色空間へ変換するためのプロファイルであること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記複数の第１測定用画像の数は前記複数の第２測定用画像の数より多いことを特徴と
する請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本発明の画像形成装置は、搬送路に沿ってシートを搬送する
搬送手段と、画像データを色変換条件に基づいて変換する色変換手段と、前記変換された
前記画像データに基づいて、前記シートに画像を形成する画像形成手段と、前記搬送路に
設けられ、前記シート上の測定用画像を測定する測定手段と、前記測定手段の測定結果を
変換条件に基づいて変換する変換手段と、前記搬送手段を制御して前記シートを搬送させ
、前記画像形成手段を制御して前記シートに複数の第１測定用画像を含む第１パターン画
像を形成させ、前記測定手段を制御して前記シート上の前記第１パターン画像を測定させ
、前記変換手段によって前記複数の第１測定用画像の測定結果を第１測定データに変換さ
せ、前記色変換条件を前記第１測定データに基づいて生成する第１生成手段と、前記搬送
手段を制御して前記シートを搬送させ、前記画像形成手段により前記シートに複数の第２
測定用画像を含む第２パターン画像を形成させ、前記測定手段を制御して前記シート上の
前記複数の第２測定用画像を測定させ、外部センサから出力された前記シート上の前記複
数の第２測定用画像の測定結果に対応する第２測定データを取得し、前記測定手段による
前記複数の第２測定用画像の測定結果と前記第２測定データとに基づいて前記変換条件を
生成する第２生成手段と、を有し、前記第１パターン画像は、前記シートが搬送される搬
送方向において前記複数の第１測定用画像が並んで形成され、前記第２パターン画像は、
前記搬送方向において前記複数の第２測定用画像が並んで形成され、前記複数の第１測定
用画像は、第１測定用画像と、前記搬送方向の長さが前記第１測定用画像より長い他の第
１測定用画像とを含み、前記第１測定用画像は、前記他の第１測定用画像よりも前記搬送
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方向において下流に形成され、前記搬送方向における前記複数の第２測定用画像の各々の
長さは、前記第１測定用画像より長いことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　また、ステップＳ５０３において、ＨＤＤ３０３に対象シートに対応する測色デバイス
４００用の補正情報（変換テーブル）が記憶されていた場合、ＣＰＵ３００は処理をステ
ップＳ５０５へ移行する。ステップＳ５０５において、ＣＰＵ３００は第１キャリブレー
ション処理を実行する。第１キャリブレーション処理は、シート１１０に形成されたカラ
ーチャートＢをカラーセンサ２００が測定した結果に基づいてプロファイルを作成する処
理である。これによって、ＨＤＤ３０３には新たにプロファイルが格納される。ＣＰＵ３
００はプロファイルの作成を完了すると、本キャリブレーション処理を終了する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　また、ステップＳ５０２において、チェックボックス９０４がチェックされない場合、
ＣＰＵ３００は処理をステップＳ５０６へ移行する。ステップＳ５０６において、ＣＰＵ
３００は第２キャリブレーション処理を実行する。第２キャリブレーション処理は、シー
ト１１０に形成されたカラーチャートＣを測色デバイス４００が測定した結果に基づいて
プロファイルを作成する処理である。これによって、ＨＤＤ３０３には新たにプロファイ
ルが格納される。ＣＰＵ３００はプロファイルの作成を完了すると、本キャリブレーショ
ン処理を終了する。
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